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大阪府立高専研究紀要明秀富加（1）

白
居
易
の
調
諭
詩
に
つ
い
て

「
與
元
九
書
」
を
通
し
て
見
た
「
詩
道
」

　
白
氏
文
集
の
巻
一
よ
り
巻
四
に
か
け
て
、
本
構
詩
と
名
付
け
て
一
百
七
十
二
首
（
序
を
除

く
）
の
詩
を
ま
ず
文
集
の
最
初
に
位
置
づ
け
た
白
居
易
1
こ
こ
に
彼
の
詩
に
対
す
る
信
念

の
並
々
な
ら
ぬ
意
図
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、
白
居
易
の
言
う
謁
諭
詩
と
は
、
一
体
い
か
な
る
意
図
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
。

　
誠
諭
の
「
謁
」
と
は
「
風
」
に
通
じ
、
古
く
「
詩
経
」
に
そ
の
端
を
発
す
。

「
毛
詩
大
序
」
に

・
・
男
工
有
六
義
焉
。
一
日
風
、
二
日
賦
、
三
日
比
、
四
日
興
、
五
日
雅
、

六
日
頒
。
上
下
風
化
下
、
下
句
風
刺
上
、
主
文
而
請
諌
。
言
耳
聞
無
罪
、

聞
之
者
足
制
戒
。
七
日
風
。
…

　
と
あ
る
が
如
く
、
歌
謡
を
も
っ
て
上
は
下
を
風
化
す
な
わ
ち
教
化
し
、
下
は
上
を
風
刺
す

な
わ
ち
そ
れ
老
な
く
諌
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
風
の
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
誕
諭
詩
は
当
然
政
治
的
意
図
を
主
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
　
「
詩
経
」
そ
れ
自
体

が
す
で
に
儒
者
の
原
典
で
あ
る
以
上
為
政
者
の
政
治
的
遂
行
の
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
、
文

学
と
し
て
志
向
す
る
詩
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

　
「
白
氏
文
集
巻
四
・
新
楽
府
序
」
に

・
爲
君
、
爲
臣
、
爲
民
、
断
物
、
爲
事
而
作
、
不
爲
文
而
面
々
。

　
と
居
西
目
身
も
謡
諭
詩
の
あ
り
方
を
政
治
的
、
社
会
的
問
題
の
表
現
手
段
と
し
て
捉
え
て

い
る
。

　
さ
て
、
漢
代
に
お
い
て
楽
府
（
が
く
ふ
1
1
音
楽
を
司
る
役
所
）
が
設
置
さ
れ
、
忘
れ
ら
れ

て
い
た
各
地
の
民
謡
の
採
集
が
計
ら
れ
る
が
、
も
は
や
そ
の
意
味
を
持
た
ず
、
や
が
て
そ
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
は
失
わ
れ
楽
府
の
詩
（
が
ふ
の
し
“
楽
府
（
が
く
ふ
）
で
作
ら
れ
た
詩
）

＊
加
龍
秀
明

と
し
て
そ
の
形
式
の
み
を
残
し
、
詩
は
文
学
と
し
て
の
美
辞
麗
句
の
表
現
技
巧
に
走
り
出
す

の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
楽
府
（
が
く
ふ
1
1
役
所
）
に
て
作
ら
れ
た
楽
府
（
が
ふ
）
詩
体
は
、

曲
を
伴
っ
て
歌
わ
れ
た
歌
詞
も
そ
の
曲
を
離
れ
、
魏
晋
・
南
北
朝
を
通
じ
て
新
し
く
目
で
見

る
詩
と
し
て
製
作
さ
れ
、
政
治
的
、
社
会
的
視
点
か
ら
離
れ
本
来
各
地
の
民
の
声
を
聞
く
た

め
の
歌
謡
と
い
う
存
在
と
は
全
く
縁
の
無
い
も
の
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
漢
代
よ
り
は
賦
が

そ
し
て
魏
晋
・
南
北
朝
頃
か
ら
五
言
詩
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
、
宮
廷
貴
族
の
遊
戯
的
存
在
と

し
て
隆
盛
を
極
め
唐
代
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
盛
唐
に
入
る
と
、
古
き
楽
府
詩
を
新
し
い
時
代
に
則
し
て
再
興
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
、

そ
の
時
代
背
景
（
科
挙
の
制
度
な
ど
も
そ
の
一
例
）
の
も
と
に
生
じ
る
の
で
あ
る
。
元
結
や

杜
甫
の
詩
の
中
に
も
そ
の
意
図
す
る
詩
が
点
在
す
る
。
特
に
杜
甫
に
あ
っ
て
は
、
自
己
の
体

験
に
基
づ
く
切
実
な
叫
び
を
誕
諭
詩
に
置
き
換
え
、
　
「
三
吏
」
・
「
三
別
」
や
そ
の
他
の
歌

行
が
新
体
楽
府
と
し
て
、
多
く
の
詩
人
達
の
感
動
共
感
を
呼
び
、
律
詩
の
完
成
と
相
挨
っ
て

揚
代
随
一
の
詩
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
潜
む
理
念
の
確
認
の
明
示
、

な
い
し
は
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
の
論
理
的
表
現
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
中
唐
に
至
る
時
、
李
紳
・
元
積
・
白
居
易
ら
の
一
群
の
詩
人
達
が
新
楽
府
運
動
な
る
も
の

を
提
起
し
、
こ
こ
に
詩
経
の
六
義
に
基
づ
く
詩
論
の
展
開
と
相
撃
っ
て
誕
諭
詩
の
製
作
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
白
居
易
は
、
詩
人
と
し
て
、
そ
し
て
儒
者
（
為
政
者
）
と
し
て
、
そ

の
立
場
に
お
け
る
「
詩
道
」
　
（
詩
に
対
す
る
理
念
）
を
自
己
確
認
し
、
そ
の
裏
付
け
を
持
っ

て
作
詩
す
る
の
で
あ
る
。
古
来
よ
り
、
詩
に
対
す
る
姿
勢
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
と
同
時
に

そ
の
詩
論
に
基
づ
く
詩
を
数
多
く
製
作
し
た
詩
人
は
、
白
居
易
を
お
い
て
他
に
は
見
ら
れ
な

い
。
た
だ
彼
の
詩
は
集
団
の
中
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
論
理
が
観
念
的
に
働
い
て
、
杜
甫
の

そ
れ
に
比
べ
る
時
感
動
性
に
欠
け
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
か
か
る
点
に
つ
い

て
は
、
次
回
の
作
品
考
察
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
さ
て
、
彼
の
護
諭
詩
は
、
彼
四
十
四
才
（
元
和
十
年
）
以
降
鳴
り
を
潜
め
る
の
で
あ
る
が

そ
の
歳
、
親
友
元
横
に
送
っ
た
「
與
元
史
書
」
　
（
白
虹
文
集
巻
二
十
八
）
は
、
ま
さ
し
く
そ
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れ
ま
で
の
彼
の
詩
道
（
詩
に
対
す
る
理
念
）
を
明
確
に
論
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
白
居
易
の

謁
耳
石
を
解
明
す
る
に
当
た
っ
て
の
必
見
の
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
與
元
塩
書
」
が
記
さ
れ

た
周
囲
の
状
況
を
ま
ず
述
べ
、
次
い
で
そ
の
論
旨
に
つ
い
て
解
説
を
試
み
た
い
。

れ
た
。
元
横
は
任
地
に
赴
く
に
当
た
っ
て
そ
の
詩
集
二
十
巻
を
白
居
易
の
手
許
に
留
め
置
い

た
。
同
地
に
着
任
す
る
や
元
横
は
白
居
易
に
対
し
て
、
　
「
叙
詩
寄
楽
天
書
」
　
（
元
書
冊
慶
集

巻
三
十
）
を
送
っ
た
の
で
あ
る
が
、
元
積
の
詩
集
二
十
巻
に
刺
激
を
受
け
た
白
居
易
自
身
も

白居易の六諭詩について一「與元凶書」を通して見た「詩道」一第27巻

「
新
二
二
」
に
よ
れ
ば
、

…
以
母
喪
解
、
還
拝
左
賛
善
大
夫
。
是
時
盗
殺
武
元
衡
。
京
都
震
擾
。
居

　
易
首
上
疏
、
請
亟
忍
言
刷
朝
廷
阯
、
以
必
得
千
丁
。
宰
相
嫌
其
斜
位
不
悦
。

　
俄
有
言
立
易
母
堕
井
死
而
居
易
賦
新
井
至
言
浮
華
無
實
行
不
可
用
。
出
爲

　
州
刺
史
。
中
書
舎
人
王
涯
上
言
書
宣
治
郡
。
追
歯
黒
州
司
馬
。
．
．
．

　
《
（
騎
手
氏
の
喪
に
服
し
て
謂
上
に
退
憎
し
て
い
た
居
易
は
、
）
喪
が

あ
け
て
都
に
帰
り
、
太
子
左
賛
善
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
時
に
宰
相
の

武
元
衡
が
何
者
か
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
長
安
の
都
は

騒
然
と
な
っ
た
。
居
易
は
こ
の
時
真
先
に
上
疏
し
て
す
み
や
か
に
賊
を
捕

え
て
朝
廷
の
恥
を
す
す
ぎ
、
必
ず
賊
の
逮
捕
を
な
し
遂
げ
ね
ば
な
ら
な
い

と
主
張
し
た
。
時
の
宰
相
は
、
居
易
の
役
職
を
越
え
た
発
言
を
越
権
も
甚

し
い
と
し
て
心
よ
く
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
時
突
然
「
居
易
の
母
が
井
戸

に
落
ち
て
死
亡
し
た
に
も
拘
ら
ず
居
易
は
、
新
井
編
の
詩
を
作
る
な
ど
、

言
葉
巧
み
で
あ
る
が
実
行
の
伴
わ
な
い
こ
と
を
言
う
人
間
で
全
く
役
に
立

た
な
い
。
」
と
告
げ
口
を
す
る
者
が
い
た
。
そ
こ
で
都
か
ら
出
さ
れ
て
江

州
の
刺
史
（
長
官
）
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
中
書
舎
人
の
王
涯
が

「
刺
史
と
し
て
郡
を
治
め
め
さ
せ
る
の
も
よ
く
な
い
。
」
と
言
上
し
た
の

で
、
居
易
は
更
に
地
位
を
下
げ
ら
れ
江
州
の
司
馬
（
軍
事
担
当
の
属
官
）

と
し
て
四
諦
（
へ
ん
た
く
）
さ
れ
た
。
…
》

　
と
あ
っ
て
、
こ
の
歳
西
暦
八
一
五
年
、
唐
・
憲
宗
の
元
和
十
年
八
月
、
居
易
四
十
四
才
で

あ
っ
た
。
こ
の
「
新
唐
言
」
の
内
容
か
ら
察
す
る
に
、
当
時
す
で
に
白
居
易
の
活
発
な
言
動

に
対
し
て
そ
れ
は
謁
着
電
も
含
め
て
上
層
官
僚
に
か
な
り
の
反
心
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
五
ケ
月
前
の
三
月
二
十
五
日
に
親
友
の
元
租
が
通
言
の
司
馬
と
し
て
左
遷
さ

…
凡
爲
十
五
巻
。
約
八
百
首
。
異
時
相
見
、
當
壷
致
於
執
事
・

　
（
與
元
九
書
）

O
　
　
　
O

　
と
述
べ
て
い
る
如
く
、
十
五
巻
の
詩
集
を
編
纂
す
る
と
同
時
に
元
旦
に
対
す
る
返
書
と
し

て
「
與
孟
母
書
」
を
送
っ
た
訳
で
あ
る
。
こ
の
白
居
易
の
詩
集
十
五
巻
は
、
彼
四
十
四
才
ま

で
の
詩
の
総
決
算
で
あ
り
、
片
や
「
與
元
言
書
」
は
、
そ
の
信
念
と
す
る
「
詩
道
」
の
総
括

で
も
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
與
元
九
書
」
は
、
自
己
の
信
念
に
基
づ
い
て
為
政
者
と
し
て
の
正
義
を
主

張
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
が
却
っ
て
江
州
司
馬
左
遷
と
い
う
憂
き
目
に
遭
遇
し
た
事
に
対

す
る
悲
憤
を
、
同
じ
境
遇
に
置
か
れ
た
親
友
元
租
に
訴
え
た
い
と
い
う
思
い
を
そ
の
背
景
に

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
白
居
易
の
「
詩
道
」
の
正
当
性
、
詩
に
対
す
る
彼
の
姿
勢
の
正
さ
を
元

横
に
語
り
掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
共
感
を
得
る
と
同
時
に
白
居
易
自
身
の
詩
に
対
す
る
理
念

の
目
己
確
認
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
白
居
易
の
詩
に
対
す
る
あ
り
方
を

知
る
上
で
最
も
重
要
な
資
料
と
も
な
り
得
る
。
一
体
、
白
居
易
の
詩
に
対
す
る
思
い
は
如
何

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
　
「
與
元
愚
書
」
の
論
述
に
則
し
て
そ
の
要
点
の
解
説
を
試
み
よ
う

と
思
う
。

　
「
與
元
九
書
」
は
、
最
初
に
元
租
に
書
を
送
る
の
経
緯
を
述
べ
、
次
い
で
白
居
易
自
身
の

詩
論
の
展
開
が
始
ま
る
。

…
夫
文
尚
　
。
三
才
各
有
文
。
天
之
文
三
光
首
之
、
地
許
文
五
材
首
之
、

人
之
文
六
経
首
之
。
就
六
経
言
詩
又
首
之
。
…

　
《
…
そ
も
そ
も
文
な
る
も
の
は
そ
の
昔
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
あ

る
。
三
才
（
天
・
地
・
人
）
に
そ
れ
ぞ
れ
文
が
あ
り
、
天
の
文
で
は
三
光

（
日
・
月
・
星
）
が
そ
の
中
心
で
あ
り
、
地
の
文
で
は
五
材
（
木
・
火
・

土
・
金
・
水
）
が
そ
の
中
心
と
な
り
、
人
の
文
の
場
合
は
、
六
経
（
詩
・
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書
・
易
・
春
秋
・
礼
・
楽
）
が
そ
の
中
心
で
あ
る
が
、
六
経
に
つ
い
て
言

う
な
ら
そ
の
中
で
も
詩
経
が
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
》

　
と
い
・
2
言
葉
を
も
っ
て
論
旨
を
展
開
し
て
い
く
。
人
間
社
会
で
六
経
が
文
と
し
て
尊
ば
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
言
う
の
は
、
儒
者
た
る
為
政
者
の
心
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
詩
経
す
な

わ
ち
詩
を
も
っ
て
そ
の
中
心
と
せ
よ
乏
言
う
。

…
何
者
、
聖
人
感
人
心
而
天
下
和
平
。
感
人
心
者
、

　
言
。
潔
斎
二
心
、
莫
深
乎
義
。
…

莫
先
乎
情
、
莫
始
乎

　
《
何
故
か
と
言
う
と
、
古
代
の
聖
人
君
子
は
人
民
の
心
を
感
化
し
て
初

め
て
天
下
が
治
ま
る
の
で
あ
る
。
人
民
の
心
に
感
動
を
与
え
る
為
に
は
感

情
に
訴
え
る
し
か
な
く
、
言
葉
で
何
を
表
現
す
る
か
が
根
本
で
、
音
声
を

切
実
な
も
の
に
し
、
意
味
内
容
を
深
め
る
し
か
な
い
。
》

　
す
な
わ
ち
、
詩
は
天
下
国
家
を
安
泰
な
ら
し
め
る
為
の
道
具
で
あ
り
、
人
民
を
感
化
す
る

為
の
手
段
で
も
あ
る
と
い
う
。
人
民
に
感
動
を
与
え
る
に
は
感
情
が
重
要
で
そ
れ
を
ど
う
言

葉
で
表
現
す
る
か
、
又
音
声
も
意
味
内
容
も
深
く
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ
る
。

こ
の
役
目
を
果
た
す
の
が
詩
で
あ
り
、
こ
れ
等
の
条
件
が
兼
ね
備
わ
っ
て
い
る
の
が
詩
経
の

三
百
篇
な
の
で
あ
る
。
す
で
に
詩
は
為
政
者
た
る
も
の
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
存
在
意
味
を

持
ち
、
政
治
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
」
こ
れ
は
白
居

易
の
詩
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
を
意
味
す
る
。
古
代
の
聖
天
子
が
そ
の
心
を
も
っ
て
、
詩
を

通
し
て
人
民
の
心
を
和
げ
、
詩
を
通
し
て
人
民
の
心
を
知
り
、
す
ぐ
れ
た
政
治
を
行
っ
て
き

た
事
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
事
実
を
訴
え
、
天
下
国
家
の
安
泰
と
い
う
政
治
的
、
社
会
的
な
機

能
を
持
つ
存
在
と
し
て
詩
の
重
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。

…
言
者
無
罪
、
聞
者
足
戒
、
言
者
聞
納
莫
不
雨
壷
其
言
言
。
泊
周
衰
秦
興
、

　
採
詩
豊
平
、
上
扇
以
詩
高
察
時
政
、
下
落
詩
思
導
人
情
、
乃
至
論
罪
成
之

　
風
動
善
言
重
箱
、
於
時
六
義
不
測
　
。

《
詩
を
歌
う
者
に
罪
は
無
く
、
聞
く
者
に
と
っ
て
は
戒
め
と
な
る
の
で

あ
っ
て
、
言
う
者
も
聞
く
者
も
両
者
と
も
に
十
分
に
心
を
尽
く
し
、
上
下

の
心
は
通
じ
合
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
周
が
衰
え
秦
の
時
代
に
採
詩
の

官
が
廃
止
さ
れ
て
、
上
は
詩
を
取
り
上
げ
て
時
の
政
治
を
反
省
す
る
こ
と

も
せ
ず
、
下
は
詩
を
も
っ
て
人
情
を
訴
え
よ
う
と
も
し
な
い
。
そ
こ
で
他

人
の
気
に
入
る
よ
う
な
心
に
も
な
い
詩
を
歌
う
風
潮
と
な
り
、
誤
ち
を
正

す
道
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
六
義
（
比
・
賦
・
興
・
風
・

雅
・
頒
）
が
始
め
て
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
》

　
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
「
毛
詩
大
序
」
の
一
節
を
念
頭
に
置
い
て
の
表

現
で
あ
る
。
三
代
（
夏
・
股
・
周
）
三
王
（
萬
・
湯
王
・
文
王
）
の
時
代
こ
そ
最
も
尊
敬
し

得
る
時
代
で
あ
り
、
彼
の
理
念
を
実
証
し
得
た
存
在
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
白
居
易
は
、
歴

史
を
振
り
返
り
、
秦
よ
り
こ
の
方
、
彼
の
理
想
と
す
る
詩
す
な
わ
ち
詩
経
の
六
義
に
基
づ
く

詩
歌
が
廃
れ
た
る
を
纏
々
陳
述
す
る
。
詩
経
の
六
義
の
精
神
が
欠
落
し
て
行
く
一
方
で
華
麗

な
る
詩
歌
を
呼
び
起
し
、
や
が
て
唐
代
に
お
け
る
現
状
に
到
達
す
る
。

・
・
唐
言
二
百
年
、
其
間
詩
人
不
可
奇
数
。
所
可
論
者
、
蔭
子
昂
有
感
遇
詩

二
十
首
、
飽
妨
有
感
興
詩
十
五
首
。
律
詩
之
豪
者
世
稻
李
杜
。
李
之
作
才

夷
奇
夷
。
人
不
逮
夷
。
索
其
風
雅
比
興
十
無
一
面
。
杜
詩
最
多
、
可
傅
者

高
子
首
。
至
於
貫
穿
今
古
、
風
鈴
格
律
、
壷
工
重
篤
、
言
過
於
李
。
風
脚

豊
新
安
吏
・
石
壕
吏
・
澄
關
吏
・
塞
董
子
・
留
三
門
之
章
・
朱
門
酒
肉
匿

路
有
凍
死
骨
之
句
、
亦
言
過
三
四
十
首
。
新
訂
如
此
。
況
不
逮
杜
者
乎
。

僕
常
痛
詩
道
崩
壊
、
忽
忽
憤
嚢
。
或
食
管
哺
、
夜
綴
寝
、
不
量
才
力
、
欲

扶
起
訴
。
…

　
《
唐
の
開
国
よ
り
今
日
ま
で
二
百
年
間
に
多
く
の
詩
人
が
輩
出
し
た
。

そ
の
中
で
取
り
立
て
て
言
え
ば
、
陳
子
昂
の
感
遇
詩
二
十
首
や
飽
妨
の
感

興
詩
十
五
首
が
目
に
つ
く
。
又
、
詩
の
大
家
と
言
え
ば
、
世
間
で
は
李
杜

の
名
を
挙
げ
る
。
李
白
の
詩
は
勝
れ
、
奇
抜
で
あ
っ
て
、
到
底
他
の
詩
人

の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し
六
義
の
面
か
ら
言
う
な
ら
十
に
一
つ

も
そ
れ
に
適
つ
た
詩
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
杜
甫
の
詩
は
非
常
に
多
く
、

今
日
に
伝
わ
る
も
の
千
旦
首
あ
っ
て
、
古
今
の
道
を
学
び
尽
し
形
式
を
整
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え
、
そ
の
巧
み
を
尽
す
点
で
は
李
白
よ
り
上
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
杜

甫
で
あ
っ
て
さ
え
、
彼
の
作
品
「
新
安
吏
」
　
「
石
壕
吏
」
「
滝
關
吏
」

「
塞
董
子
」
　
「
留
花
門
」
の
章
や
「
朱
門
酒
肉
臭
、
路
有
凍
死
骨
」
の
句

と
拾
い
挙
げ
て
み
て
も
、
六
義
に
重
っ
た
も
の
は
三
四
十
首
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
っ
て
、
杜
甫
に
し
て
こ
の
有
様
で
あ
る
。
ま
し
て
杜
甫
に
及
ば
な

い
詩
人
に
あ
っ
て
は
言
う
に
及
ば
な
い
。
私
は
こ
の
詩
道
の
崩
壊
を
悲
し

み
、
失
意
の
あ
ま
り
憤
り
を
発
し
て
、
寝
食
も
や
め
て
、
自
分
の
能
力
も

顧
み
ず
正
し
き
詩
道
を
扶
け
起
こ
そ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
》

と
記
し
、
唐
の
時
代
に
あ
っ
て
杜
甫
に
そ
の
誕
諭
の
精
神
を
垣
間
見
る
の
み
で
あ
っ
て
、
誰

と
し
て
「
詩
道
」
を
正
そ
う
と
し
な
い
時
、
そ
の
精
神
を
心
に
秘
め
、
正
し
き
「
詩
道
」
の

再
興
を
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
白
居
易
は
、
詩
の
歴
史
的
な
流
れ
を
重
視
し
多
く
紙
数
を
費
や
し
て
い
る
。
何
故

歴
史
的
事
実
を
重
ん
ず
る
の
か
。

…
毎
讃
書
史
、
多
求
人
道
、

　
而
作
、
…

始
知
文
章
姦
悪
時
説
話
、
翼
翼
合
艶
事

　
《
い
つ
も
歴
史
を
読
ん
で
、
そ
の
道
理
を
追
求
し
て
き
た
が
、
文
章
は

現
実
的
な
立
場
で
、
詩
歌
は
具
体
的
事
実
を
も
っ
て
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
や
っ
と
知
っ
た
。
》

　
白
居
易
は
、
ま
ず
理
念
を
裏
付
け
る
も
の
は
歴
史
的
事
実
で
あ
る
と
言
う
。
そ
の
歴
史
的

事
実
を
学
ぶ
こ
と
よ
り
始
め
て
確
固
た
る
理
念
を
抱
き
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
文
章

詩
歌
は
現
実
的
、
具
体
的
事
実
を
も
っ
て
描
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
り
わ
け
詩
歌
に
お
い
て

現
実
に
眼
を
向
け
、
そ
の
事
実
を
歌
わ
ん
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ば
取
り
も
直
さ
ず
誕
諭
の
詩
に

帰
着
す
る
。

　
さ
て
、
彼
が
歴
史
的
流
れ
を
詳
述
し
て
い
る
の
は
、
彼
自
身
の
理
念
の
自
己
確
認
で
あ
る

と
同
時
に
秦
以
降
の
「
詩
道
」
の
退
廃
を
歴
史
的
事
実
を
も
っ
て
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
も

な
る
。

　
次
い
で
白
居
易
は
、
自
己
の
幼
き
頃
よ
り
刻
苦
勉
励
す
る
と
同
時
に
益
々
詩
歌
の
道
に
励

ん
だ
姿
を
思
い
、

力
説
す
る
。

又
、
翰
林
院
在
職
中
を
振
り
返
り
、
い
か
に
謁
諭
詩
に
力
を
入
れ
た
か
を

・
・
群
盲
翰
林
、
身
是
多
売
。
歯
群
嚢
外
有
可
以
救
済
人
病
禅
補
時
閾
而
難

於
歯
群
者
、
輔
詠
歌
之
。
…

　
《
か
く
し
て
自
分
は
翰
林
学
士
に
抜
擢
さ
れ
て
諌
官
と
な
り
、
多
く
諌

言
文
を
提
出
し
た
。
天
子
に
啓
奏
す
る
外
に
も
、
世
の
中
の
乱
れ
を
正
し

政
治
の
誤
り
を
補
い
助
け
る
べ
き
事
が
あ
っ
て
、
直
言
す
る
の
を
揮
る
時

に
は
す
ぐ
に
詩
歌
に
て
現
わ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
》

　
す
な
わ
ち
天
子
の
制
詰
の
草
案
を
作
り
、
天
子
に
対
す
る
諌
言
（
か
ん
げ
ん
）
を
奏
上
す

る
役
職
上
の
務
め
以
外
に
郵
送
の
詩
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
白
居
易
は
元
和
二
年

に
翰
林
学
士
を
授
け
ら
れ
、
翌
三
年
に
左
拾
遺
の
職
に
あ
っ
て
、
職
務
を
全
う
せ
ん
と
努
力

す
る
。
し
か
し
そ
れ
に
満
足
で
き
ず
、
詩
を
も
っ
て
そ
の
意
を
表
そ
う
と
し
、
こ
の
頃
ま
で

に
す
で
に
か
な
り
の
壁
書
詩
が
発
表
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
喜
怒
哀
楽
の
感
情
の
表
出
の
甚
し
い
白
居
易
が
現
実
の
不
正
、
矛
盾
を
事
実
と
し

て
描
く
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
詩
文
た
る
や
相
手
方
に
痛
烈
に
聞
こ
え
た
の
で
あ
ろ
う

彼
に
批
判
さ
れ
た
高
級
官
僚
達
は
一
斉
に
彼
に
反
言
し
出
し
た
。

…
凡
聞
僕
賀
雨
詩
、
而
衆
口
籍
籍
已
謂
非
宜
夷
。
聞
二
五
孔
音
詩
、
衆
面

　
脈
脈
壷
不
悦
　
。
聞
奏
中
吟
則
権
豪
貴
近
者
、
相
目
而
愛
色
　
。
聞
樂
遊

　
園
寄
足
下
詩
聖
執
政
柄
者
掘
腕
　
。
聞
宿
跡
閣
村
詩
長
握
軍
要
諦
切
歯
　
。

　
大
率
如
此
不
可
思
置
。
…

　
《
僕
の
「
煙
雨
」
の
詩
を
聞
く
と
皆
騒
ぎ
立
て
て
け
し
か
ら
ん
と
言
う

し
、
僕
の
「
実
孔
猷
」
の
詩
を
耳
に
す
る
と
怒
り
を
表
わ
し
て
不
愉
快
な

顔
を
す
る
。
　
「
宮
中
吟
」
を
聞
く
と
権
力
者
や
天
子
の
側
近
に
あ
る
者
は
、

互
に
目
配
せ
し
て
顔
色
を
変
え
、
　
「
樂
遊
園
寄
足
下
」
の
詩
を
耳
に
す
る

と
政
権
を
手
に
す
る
者
は
、
怒
り
に
震
え
、
拳
を
握
り
し
め
、
　
「
宿
紫
閣

村
」
の
詩
を
聞
く
と
軍
部
の
要
人
達
は
、
歯
軋
り
を
し
て
私
を
強
く
非
難
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だし
。た
vv　o
お
お
よ
そ
こ
の
様
な
有
様
で
全
て
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
程

　
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
白
居
易
の
謁
諭
詩
は
一
こ
口
彼
の
思
惑
通
り
反
響
が
あ

っ
た
訳
で
あ
る
が
、
し
か
し
又
一
方
で
は
、
彼
の
詩
に
対
す
る
か
な
り
の
非
難
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
加
え
て
妻
子
ま
で
も
彼
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
今
や
彼

の
詩
を
理
解
し
て
く
れ
る
者
は
、
　
「
挙
世
不
過
量
雨
人
」
と
言
い
、
そ
れ
等
の
人
々
も
次
々

に
死
ん
で
元
横
の
み
が
よ
き
理
解
者
と
し
て
存
命
し
て
い
る
と
嘆
く
。
白
居
易
は
言
葉
を
続

け
て
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

る
の
で
他
の
妓
女
と
違
う
の
で
す
よ
。
」
と
。
そ
こ
で
代
価
を
高
く
支
払

っ
た
と
い
う
。
又
貴
方
の
手
紙
に
江
間
の
柱
の
あ
た
り
に
私
の
詩
が
書
か

れ
て
あ
っ
た
と
か
。
果
た
し
て
誰
が
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
又
以
前
漢
南

を
通
っ
た
日
、
偶
然
主
人
が
お
客
を
呼
ん
で
娯
ま
せ
た
時
に
侶
妓
が
私
を

見
つ
け
指
し
て
、
　
「
こ
の
人
が
秦
中
吟
や
長
恨
歌
を
作
っ
た
人
で
す
よ
。
」

と
言
っ
た
。
長
安
か
ら
江
西
の
三
四
千
里
の
間
、
学
校
、
寺
院
、
旅
館
そ

し
て
舟
の
中
に
私
の
詩
を
書
き
付
け
て
あ
っ
て
、
役
人
か
ら
一
般
の
大
衆

そ
し
て
僧
侶
、
未
亡
人
、
乙
女
に
至
る
ま
で
私
の
詩
を
歌
っ
て
い
る
も
の

が
い
た
。
》

明秀龍加

…
抑
又
不
知
天
之
意
不
遜
使
下
人
之
病
苦
聞
於
上
耶
、

　
詩
者
不
利
若
此
遠
駆
也
。
…

不
仁
、
何
有
志
於

《
一
体
、
ど
う
し
て
天
は
人
民
の
苦
し
み
を
天
子
に
伝
え
よ
う
と
し
な
い

の
か
自
分
に
は
分
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
詩
に
志
す
者

が
こ
の
よ
う
な
憂
き
目
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
》

　
と
天
意
に
対
し
て
も
懐
疑
と
憤
り
の
念
を
抱
く
の
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
武
元
衡
暗
殺
事

件
に
上
疎
し
、
越
権
の
罪
に
よ
り
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
直
後
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の

悲
憤
も
想
像
以
上
で
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
一
方
で
文
名
高
く
、
自
分
の
詩
が
広
く
世

人
に
詠
じ
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

　
存
命
中
か
ら
こ
の
よ
う
に
詩
人
と
し
て
の
名
誉
を
博
し
た
こ
と
を
誇
ら
し
げ
に
思
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
彼
自
身
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
人
の
口
に
登
っ
た
の
は
、
謁

諭
詩
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
長
恨
歌
等
の
感
傷
詩
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

に
白
居
易
は
、
再
び
詩
に
対
す
る
立
場
を
明
確
に
す
る
。

・
・
自
拾
遺
來
、
凡
所
適
、
所
感
、
關
於
墨
刺
興
比
者
、
又
自
武
徳
詑
元
和
、

因
事
立
題
、
題
爲
新
樂
府
者
共
一
百
五
十
首
、
謂
之
謁
諭
詩
。
又
或
退
公

猫
塵
、
画
商
病
閑
居
、
知
足
保
和
、
吟
翫
情
性
者
一
百
首
、
謂
之
閑
適
詩
。

又
有
事
物
牽
遣
外
、
情
理
動
於
内
、
随
感
遇
而
形
誌
面
詠
者
一
百
首
、
謂

之
感
傷
詩
。
又
有
五
言
、
七
言
、
長
句
、
絶
句
、
自
一
百
韻
至
雨
韻
者
四

百
絵
首
、
謂
之
雑
律
詩
。
凡
爲
十
五
巻
、
約
八
百
首
、
…
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…
加
重
來
長
安
、
又
聞
有
軍
使
高
話
寓
者
。
欲
娚
官
妓
。
妓
大
誇
日
、
我

　
調
得
白
學
士
長
恨
歌
。
立
石
他
妓
哉
。
由
是
々
償
。
又
足
下
書
痴
、
見
江

　
館
柱
間
有
心
僕
詩
者
、
復
何
人
哉
。
幽
霊
過
漢
南
日
、
適
三
主
人
集
衆
樂

　
娯
他
賓
、
諸
書
見
僕
來
、
指
而
相
二
日
此
是
南
中
吟
長
恨
歌
主
耳
。
自
長

　
安
坐
江
西
三
四
千
里
、
凡
郷
校
橘
寺
逆
旅
行
舟
酒
中
、
往
往
有
題
僕
詩
者
。

　
士
庶
五
車
重
切
慮
女
之
口
、
毎
毎
有
詠
愈
愈
者
。
…

　
《
再
び
長
安
に
来
て
み
る
と
、
軍
使
五
霞
寓
と
い
う
者
が
卓
筆
を
呼
ん

だ
時
、
そ
の
侶
妓
が
言
う
の
に
、
　
「
私
は
白
居
易
の
長
恨
歌
を
暗
請
で
き

　
《
拾
遺
の
官
に
つ
い
て
よ
り
、
心
に
適
す
る
所
、
感
ず
る
所
の
詩
で
詩

経
六
義
に
量
っ
た
も
の
に
、
武
徳
よ
り
元
和
に
至
る
ま
で
、
そ
の
事
実
に

従
っ
て
題
を
付
け
、
新
樂
府
と
名
付
け
た
も
の
と
合
わ
せ
て
百
五
十
首
、

こ
れ
が
誠
溝
隠
な
の
で
あ
る
。
又
官
職
を
退
い
て
暮
ら
し
、
あ
る
い
は
閑

居
し
、
足
る
を
知
り
心
の
和
を
保
っ
て
そ
の
思
い
を
述
べ
た
詩
が
百
首
、

こ
れ
が
閑
適
詩
な
の
で
あ
り
、
又
、
外
物
に
引
か
れ
て
心
が
動
き
そ
の
感

ず
る
が
ま
ま
に
歌
っ
た
詩
が
百
首
、
こ
れ
を
感
傷
詩
と
い
う
。
又
、
五
言
、

七
言
、
長
句
、
絶
句
取
り
交
ぜ
て
一
百
韻
か
ら
雨
韻
ま
で
四
百
余
首
あ
っ

て
こ
れ
を
雑
律
詩
と
名
付
け
る
。
全
て
で
十
五
巻
、
八
百
首
…
》



（6）白居易の課諭詩について一「與元九書」を通して見た「詩道」一第27巻

　
こ
こ
で
白
居
易
の
作
品
（
詩
に
限
る
）
は
八
百
首
を
数
え
、
心
墨
詩
、
閑
適
詩
、
感
傷
詩

（
以
上
古
体
詩
）
と
雑
律
詩
（
近
体
詩
）
の
四
体
に
分
類
さ
れ
て
い
る
訳
で
、
意
識
し
て
謁

女
皇
を
最
初
に
位
置
付
け
重
要
視
す
る
こ
の
分
類
は
、
後
の
文
集
編
纂
に
も
変
更
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
彼
の
儒
者
と
し
て
、
為
政
者
と
し
て
の
立
場
を
詩
集
編
纂
に
も
明
示
し
て

い
る
訳
で
、
又
、
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

…
古
人
云
、
窮
豊
春
善
其
身
、
達
則
兼
濟
天
下
。
僕
錐
不
肖
、
百
年
此
語
。

　
　
1
中
略
－
故
章
魚
在
兼
濟
、
行
在
野
立
。
戸
前
始
終
之
則
五
道
、

　
言
而
嚢
明
之
結
語
詩
。
謂
之
謁
経
史
、
昼
鳶
之
三
皇
。
謂
之
閑
適
詩
、
猫

　
善
之
義
也
。
故
覧
西
詩
知
悉
二
道
焉
。
重
任
雑
律
詩
、
或
誘
於
一
時
一
物
、

　
嚢
於
一
笑
一
吟
。
率
然
成
章
、
非
平
生
雨
量
者
。
一
中
略
－
今

　
僕
之
詩
、
人
所
愛
書
、
悉
不
過
雑
律
詩
與
長
恨
歌
已
下
耳
。
時
之
所
重
、

　
僕
蝋
型
軽
。
至
於
謁
諭
者
、
意
歯
面
一
畳
、
閑
適
者
、
思
澹
而
詞
迂
。
宜

　
着
電
不
衝
撞
。
…

　
《
古
人
が
、
　
「
役
人
と
し
て
の
職
を
退
い
た
時
に
は
自
身
の
修
養
に
励

み
、
そ
の
地
位
に
あ
れ
ば
全
て
天
下
を
治
め
る
こ
と
を
信
条
と
せ
よ
。
」

と
言
う
。
自
分
は
非
力
で
は
あ
る
が
こ
の
言
葉
を
目
標
と
し
て
い
る
。

一
中
略
一
だ
か
ら
私
の
志
は
兼
済
に
あ
り
、
行
い
は
独
善
に
あ

っ
て
、
命
を
奉
じ
て
終
始
す
る
時
道
と
な
り
、
言
葉
で
明
ら
か
に
す
る
時

詩
と
な
る
。
こ
れ
を
謁
諭
詩
と
呼
ぶ
時
は
兼
済
の
心
で
あ
り
、
閑
適
詩
と

い
う
の
は
独
善
の
意
味
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
の
詩
を
見
た
ら
私
の
道

を
知
る
こ
と
に
な
る
。
い
さ
さ
か
外
物
に
心
を
動
か
さ
れ
感
情
を
少
し
く

表
わ
し
た
だ
け
で
、
す
ぐ
に
詩
が
で
き
て
も
、
こ
れ
は
私
の
平
生
の
重
ん

ず
る
と
こ
ろ
の
詩
で
は
な
い
の
だ
。
一
中
略
i
今
期
の
詩
の
中

で
人
々
が
愛
す
る
の
は
、
雑
律
詩
と
長
恨
歌
等
の
詩
の
み
で
あ
っ
て
、
当

世
の
人
々
の
重
ん
ず
る
詩
は
却
っ
て
私
の
軽
ん
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ

る
。
誠
諭
の
詩
は
意
と
す
る
と
こ
ろ
激
し
く
、
言
葉
は
素
朴
で
飾
ら
な
い
。

閑
適
詩
は
そ
の
心
が
静
か
で
、
言
葉
は
遠
回
し
な
表
現
で
あ
る
。
だ
か
ら

人
々
が
愛
せ
な
い
の
も
当
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
》

　
当
時
流
行
の
物
語
り
（
唐
伝
奇
小
説
）
を
背
景
と
し
て
成
り
立
つ
長
恨
歌
な
ど
の
感
傷
詩

に
人
々
の
注
目
が
集
っ
た
が
、
白
居
易
は
為
政
者
と
し
て
儒
学
的
文
学
観
の
上
に
立
つ
こ
と

を
明
言
し
て
、
詩
経
六
義
に
基
づ
く
鎖
す
な
わ
ち
護
諭
詩
を
最
初
に
、
そ
し
て
儒
者
と
し
て

の
生
き
方
の
反
面
す
な
わ
ち
閑
適
詩
を
次
ぎ
に
置
い
て
い
る
。
彼
の
謁
諭
詩
は
、
か
か
る
観

念
的
な
論
理
の
裏
付
け
が
あ
っ
て
製
作
さ
れ
る
。
こ
れ
は
以
前
の
い
か
な
る
時
代
の
い
か
な

る
詩
人
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
色
で
も
あ
る
が
、
理
念
が
感
情
以
前
に
あ
っ
て
、
感
情
が

理
念
に
よ
り
制
約
さ
れ
る
嫌
い
が
あ
る
。
こ
の
点
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
さ
て
、
白
居
易
の
「
二
元
薄
書
」
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、

　
　
　
　
　
儒
者
た
る
者
す
な
わ
ち
政
治
に
携
わ
る
者
は
時
の
政
治
を
扶
け
起
こ
す
べ
く
詩

の
政
治
的
機
能
を
重
要
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
源
は
古
き
時
代
（
周
以
前
）
に
あ
る
原

型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
儒
者
の
原
典
の
一
つ
で
あ
る
詩
経
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
詩
経

の
六
義
に
基
づ
く
詩
が
時
代
と
と
も
に
廃
れ
、
今
日
に
至
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
そ
の
根
本
に

立
ち
返
り
謁
諭
の
詩
を
製
作
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
す
る
。
世
間
の
批
判
、
評
価
が
い
か
で

あ
れ
、
自
ら
の
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
を
主
張
し
、
無
二
の
親
友
元
積
に
そ
の
真
意
を
訴
え
た
の

が
こ
の
書
で
あ
た
、
同
じ
境
遇
に
置
か
れ
て
い
る
親
友
元
横
に
対
し
て
、
江
州
司
馬
左
遷
の

悲
憤
を
訴
え
て
い
る
白
居
易
の
心
情
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
彼
の
四
十
四
才
以
降
、
謁
諭
詩
の
製
作
は
見
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
は
外
圧
の
厳

し
さ
を
自
覚
し
た
故
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
誕
諭
詩
と
位
置
付
け
ら
れ
た
詩
は
百
七
十
二
首
の

み
で
、
元
和
四
・
五
年
を
中
心
に
元
和
十
年
（
四
十
四
才
）
ま
で
の
作
で
あ
る
。
こ
の
中
に

「
唾
石
府
」
と
題
し
た
五
十
首
の
詩
が
あ
る
。
元
来
楽
府
は
民
の
心
情
を
現
し
た
歌
謡
で
あ

り
、
当
た
る
為
政
者
が
下
な
る
人
民
の
声
を
聞
き
そ
の
政
治
を
正
す
も
の
と
し
て
あ
っ
た
こ

と
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
そ
の
元
来
の
意
味
を
失
っ
た
楽
府
が
唐
代
に
入
る
や
詩
人
達
の
口

に
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
盛
唐
の
元
結
に
「
系
楽
府
十
二
首
」
が
あ
り
、
杜
甫
に
あ
っ
て
は

「
三
重
」
・
「
三
別
」
な
ど
新
体
楽
府
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
詩
が
製
作
さ
れ
、
新
し
い
社
会

問
題
を
批
判
的
眼
で
追
求
す
る
詩
風
が
見
ら
れ
た
。
更
に
中
唐
に
入
る
と
建
干
・
王
建
が
現

わ
れ
、
杜
甫
の
あ
と
を
受
け
て
社
会
問
題
を
取
り
上
げ
、
一
般
民
衆
の
苦
悩
に
満
ち
た
姿
を

描
く
詩
も
作
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
白
居
易
の
詩
人
仲
間
で
も
新
楽
府
運

動
を
提
起
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
元
和
三
年
頃
、
李
紳
が
「
楽
府
新
題
」
二
十
首
（
現
存

し
な
い
）
を
元
租
に
贈
り
、
元
后
は
「
和
李
校
書
新
題
楽
府
」
十
二
首
を
も
っ
て
こ
れ
に
応

え
た
。
こ
の
元
積
の
十
二
首
の
詩
に
対
し
て
、
元
和
四
年
に
白
居
易
は
首
数
を
増
し
て
「
新

楽
府
」
五
十
首
を
製
作
す
る
訳
で
あ
る
。
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さ
て
、

き
る
。

「
新
楽
府
」
の
序
に
白
居
易
の
「
詩
道
」
に
対
す
る
一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で

　
序
日
、
凡
九
千
二
百
五
十
二
言
、
断
爲
五
十
篇
、
篇
無
定
句
、
句
無
定

字
、
繋
於
意
、
不
繋
止
文
。
雷
鳴
下
座
目
（
古
詩
十
九
首
之
例
日
。
）
卒

章
顯
其
志
詩
三
百
之
義
也
。
其
僻
耳
而
径
欲
見
之
者
易
当
市
。
日
戸
直
而

切
欲
聞
之
者
深
誠
也
。
其
事
藪
下
實
当
量
盲
者
傳
信
也
。
其
胆
順
当
立
面

以
播
於
樂
章
歌
曲
也
。
縛
而
言
之
、
爲
君
信
号
爲
民
宝
物
憂
事
而
作
、
不

爲
文
而
作
也
。

（
注
）
　
（
　
）
内
写
本
に
よ
り
補
う
。
律
は
蝉
を
他
面
に
よ
り
改
む
。

　
と
述
べ
て
い
る
。
九
千
二
百
五
十
二
字
を
五
十
首
に
作
り
、
文
章
を
飾
ら
ず
そ
の
意
味
内

容
に
重
点
を
置
き
、
楽
府
の
古
典
と
さ
る
漢
代
古
詩
十
九
首
の
形
態
を
尊
重
す
る
と
共
に
、

詩
経
の
精
神
を
今
表
現
し
よ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
辞
二
言
・
事
・
体
の
基
本
的
な
姿
が
失

わ
れ
て
い
る
点
を
意
識
し
て
、
そ
れ
を
明
確
に
打
ち
出
す
。
見
る
人
が
理
解
し
易
い
よ
う
に
、

辞
す
な
わ
ち
言
葉
は
飾
ら
ず
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
用
い
、
聞
く
人
が
深
く
戒

め
る
こ
と
を
望
ん
で
、
面
す
な
わ
ち
そ
の
句
の
意
味
を
正
直
に
切
実
に
述
べ
て
い
る
。
又
、

こ
の
詩
を
い
つ
の
日
か
見
る
人
を
し
て
後
代
に
そ
の
真
実
を
伝
え
さ
せ
る
為
に
遇
す
な
わ
ち

題
材
は
明
白
な
事
実
（
歴
史
的
事
実
）
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
楽
府
と
し
て
歌
え
る

よ
う
に
、
体
す
な
わ
ち
形
体
は
順
序
よ
く
律
動
的
に
並
べ
一
首
を
構
成
し
て
あ
る
と
言
う
。

こ
れ
は
楽
府
本
来
の
在
り
方
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
に
添
っ
て
五
十
首
が
製

作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
最
後
に
君
・
臣
・
民
・
事
・
物
の
五
者
が
乱
れ
る
場
合
、
調

和
は
失
わ
れ
天
下
は
乱
れ
る
。
そ
の
故
に
君
・
臣
・
民
・
事
・
物
の
為
に
楽
府
を
作
っ
た
の

で
あ
り
詩
の
美
し
さ
を
目
的
と
し
て
作
っ
た
の
で
は
な
い
と
言
う
。
と
に
か
く
天
下
国
家
の

為
に
こ
の
「
新
楽
府
」
を
歌
い
上
げ
た
と
強
調
す
る
。
恐
ら
く
こ
の
「
新
楽
府
」
五
十
首
の

製
作
を
も
っ
て
、
白
居
易
の
量
器
詩
に
お
け
る
理
念
が
ほ
ぼ
固
ま
り
自
己
認
識
す
る
に
至
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
　
「
與
三
九
書
」
は
「
新
楽
府
序
」
に
後
れ
る
こ
と
六
年
、
そ
れ
を
更
に
歴
史
的
事

実
に
照
ら
し
て
敷
術
的
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
白
居
易
の
「
詩
道
」
の
再
確
認
あ
る

い
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
彼
の
揺
る
が
ぬ
詩
に
対
す
る
信
念
の
表
示
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
白
居
易
の
「
詩
道
」
　
（
詩
に
対
す
る
理
念
）
と
は
何
か
を
「
與
元
九
書
」
を
通
し

て
述
べ
て
来
た
が
、
次
回
に
お
い
て
、
白
居
易
の
誕
諭
詩
の
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
の
考
察

を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
参
考
文
献

注
立
名
「
白
香
山
詩
集
」
・
隅
草
堂
版
・
清
康
煕
壬
午

白
居
易
「
白
香
山
集
」
・
文
学
古
籍
刊
行
社
・
一
九
五
四
年
初
版

平
岡
武
夫
・
今
井
清
校
定
「
白
雪
文
集
」
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
昭
和
四
士
ハ
年

佐
久
節
「
績
國
謬
漢
文
大
成
・
伯
皇
天
詩
集
」
・
国
民
文
庫
刊
行
会
・
昭
和
四
年

鈴
木
虎
雄
「
伯
樂
天
詩
解
」
・
京
都
弘
文
堂
・
昭
和
二
年

花
房
英
樹
「
白
居
易
研
究
」
・
世
界
思
想
社
・
一
九
七
一
年

花
房
英
樹
「
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
」
・
京
都
中
村
印
刷
出
版
部
・
昭
和
三
十
五
年

諄
一
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ざ
〉
象
↓
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㊦
＝
h
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き
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二
目
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ω
o
h
勺
o
O
7
首
－
中
富
2
．
圃
』
碧
巳
＝
§
0
9
　
一
㊤
自

楊
洒
孫
「
宋
本
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
・
毛
蚕
」
・
望
仙
南
石
印
・
清
光
緒
丁
重

薫
氏
刊
本
「
四
部
叢
刊
・
元
氏
長
雲
集
」
・
上
海
涌
芽
棲
・
明
嘉
靖
壬
子

胡
克
家
「
孫
批
胡
刻
文
選
」
・
同
文
書
局
石
印
・
清
光
二
五
子

遠
端
聚
「
杜
氏
詳
注
」
・
大
文
堂
刊
・
清
康
煕
三
十
二
年

「
百
柄
本
二
十
四
史
・
新
信
書
」
・
北
宋
嘉
祐
刊
本
・
台
湾
商
務
印
書
館

小
川
環
樹
「
唐
代
の
詩
人
」
・
大
修
館
書
店
・
昭
和
五
十
年

前
野
直
彬
「
中
国
文
学
史
」
・
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
一
年

松
浦
友
久
「
白
居
易
の
文
学
論
」
・
尚
学
図
書
（
漢
文
研
究
シ
リ
ー
ズ
）
昭
和
五
十
三
年

　
要
　
　
旨

　
唐
に
至
る
ま
で
の
詩
人
達
の
申
に
も
謁
白
詩
を
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
作

詩
に
お
け
る
理
念
と
し
て
の
自
己
確
認
を
持
つ
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
中
唐
に

入
っ
て
よ
う
や
く
詩
の
第
一
義
は
謁
諭
の
詩
で
あ
る
と
理
論
づ
け
、
詩
に
対
す
る
理
念
を
明

確
に
示
し
た
詩
人
が
白
居
易
で
あ
っ
た
。
そ
の
信
念
の
表
明
は
「
目
元
九
二
」
に
詳
し
い
。

今
、
こ
の
「
與
元
九
書
」
を
通
し
て
、
彼
が
い
か
に
そ
の
前
半
生
（
四
十
四
才
迄
）
に
お
い

て
謁
題
詩
を
重
ん
じ
力
を
注
い
だ
か
、
す
な
わ
ち
彼
の
「
詩
道
」
に
つ
い
て
解
説
を
試
み
た
。

一
九
九
三
年
四
月
九
日
受
理
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